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会  議  録 

会 議 名 第２２期小金井市公民館企画実行委員の会議 第８回 

事 務 局 公民館 本館 

開 催 日 時 平成２５年３月５日（火）午前１０時から午前１１時 

開 催 場 所 公民館本館 

出 席 委 員 小川委員、菅沼委員、野口委員、花渕委員、福井委員、山本委員 

欠 席 委 員  

事 務 局 員 渡辺社会教育主事、和田主任 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数 なし 

傍聴不可・一部 

不可の場合は、 

その理由 
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１ 公民館運営審議会報告について 

２ 来年度の事業担当について 

３ 主催事業について 

○成人大学のテーマについて 

○男女共同参画講座について 

  ○市民映画準備会について 
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会 議 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会 野口企画実行委員 

 まず、公民館運営審議会の報告からお願いします。 

 

１ 公民館運営審議会報告について 

渡辺（陽）：２月２２日の金曜日、午後１時半から公民館本館学

習室ＡＢで開催されました。（仮称）貫井北町地域センターの運

営事項についての諮問事項を中心に報告します。委員から、運営

形態についてどんな方法があって、それぞれどんなメリットとデ

メリットがあるのかを表にまとめて欲しいという依頼がありま

して、提出いたしました。また、若者の居場所に関しまして南中

学校の佐野校長先生から文章を頂きました。居場所のメリットと

デメリットについて、まとめたものです。要旨のみお話しますと、

メリットとしては、放課後の勉強の居場所になる、同じ趣味をも

った子どもが交流できる、親としては安心な場所である、小学生

への勉強指導もできる、お年寄りなどとの異世代交流ができるな

どがあります。逆に、心配なのは、他校とのトラブルや暴力です。

何かあった時には、学校が責任をとって、というのではどうなの

か、と云う事もあると思います。やはり、学校としては、社会教

育施設として、そこで、きちっとみて欲しい、地域の気骨ある、

おじさん、おばさんが居て欲しいということです。あと、報告事

項では、地域センター施設研究講座の報告を致しました。若者の

居場所についてのワークショップのまとめが良くできていると

いうお話がありまして、まとめの表を資料として公運審の場で配

布致しました。 

 

野口企画実行委員：それでは、次に来年度の事業分担について、

いかがでしょうか。 

山本委員：いくつか、参加いたしましたが、もう少し見てから担

当を決めたいと思います。 

小川委員：来年度から、男女共同参画が自主講座に移りますのと

地域センター施設研究講座がなくなりましので、シルバー大学と

まちづくり講座の担当に入ります。 

花渕委員：私は、成人学校の担当になります。 

福井委員：まちづくり講座の担当も加えてください。 

野口委員：男女共同参画講座が市民がつくる自主講座に変わった

経過を教えてください。 

山本委員：確かに、経過は判らず突然決まったような気がしまし

た。 

渡辺（陽）：自主講座への要望があったことは事実ですが、自主

講座を増やして、しかも、従来の講座も残せれば、一番いいので
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しょうが、なかなか予算増が難しいなか自主講座を優先しまし

た。 

小川委員：企画実行委員は、職員と一緒に講座の企画にあたるわ

けですから、自主講座にも係われればいいですね。趣旨にそぐわ

ない企画であったとき、公民館ではチェックするのですか。この

企画実行委員会でチェックすることは可能ですか。 

渡辺（陽）：男女共同参画枠の自主講座は、趣旨に沿った企画を

お願いすることになります。そうでない場合は、一般の自主講座

で対応して頂きます。例えば、中間段階で、ある分野がぜんぜん

出てこないとか、逆にある分野に集中してしまったとか、そうい

う場合に、企画実行委員さんに情報提供して、その分野の講座を

提案していただけるなどできればいいですね。定数をオーバーし

た場合等、公運審に諮って意見をいただきます。男女共同参画市

民がつくる自主講座は、本館だけの企画ではなく全部の館の統一

事業ですから、本館の企画実行委員の会議で何か決めてしまうこ

とは出来ませんが、いろいろご協力いただきたいことはあると思

いますね。 

菅沼委員：予算はどうなりますか。 

和田：準備会に参加している若い方のなかにも、自由に講座をつ

くりたいというご意見もありました。予算については、回数は増

えましたが、単価は時間８０００円に下がりました。他に保育予

算が回数増に伴い増額になってます。 

福井委員：申請の段階で、講座回数を制限することはありますか。 

和田：その段階で、制限はしませんが全体で２０回の制限があり

ますので、最終的には調整させていただく場合もあります。 

 

3 主催事業について 

 

野口委員：成人大学からお願いします。 

渡辺（陽）：前回菅沼委員から提案していただいた内容で、君塚

教授に相談いたしました。こちらで提案しました教授であれば、

このような内容がいいのではと提案をいただきました。全体のテ

ーマは、「市民が学ぶ東アジアの現代史」としてはいかがでしょ

うか。 

花渕委員：君塚先生に戦争遺跡も含めてお話しいただくというこ

とですが、一体いつの時代か、はっきりさせてはいかがでしょう

か。 

野口委員：あまり昔のことではなく、アジア太平洋戦争の戦争遺

跡ということではどうでしょうか。 
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和田：男女共同参画講座ですが、 

現在、応募は５名です。今後、ホームページに掲載して、掲示板

への掲載をいたします。 

小川委員：私も、サイクリングを兼ねて、掲示板に貼らせていた

だきました。 

 ○市民映画準備会について  

渡辺（陽）：前回、準備会の日程を設定するとお話しました。平

日の方は、３月１５日の金曜日午後２時から公民館資料室で行い

ます。また、土曜日ですが、４月と６月の市民映画会上映後、行

います。アンケートも用意して、準備会でお手伝いして頂ける方

を募集するとともに、どのような協力がいただけるのかもお聞き

したいと思います。 

花渕委員：観るのは好きですが、準備会迄は・・・と云う方が多

いのかもしれません。６月は、所用で参加出来ませんが、４月宜

しくお願いします。 

 

 

次回：４月２日（火）午前１０時から公民館本館学習室ＡＢで。 
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